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これからのGakuNin RDMと
研究データ管理のあり⽅
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NII学術情報基盤オープンフォーラム2023
GakuNin RDMトラック



これまでの研究データ基盤 NII RDC

これからの研究データ基盤 NII RDC
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本⽇のGakuNin RDMトラック振り返り

現⾏の研究データ管理基盤
GakuNin RDM

コード付帯機能

データガバナンス機能

秘匿計算機能

提供中

開発中

現⾏のデータ解析機能
提供中

実証実験中

機能評価試験中
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総合 理⼯ ⼈⽂社会 医学
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GakuNin RDMの利⽤機関数の増加

(2023年5⽉現在)

『GakuNin RDM 利⽤機関数』
https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2

国⽴情報学研究所, 名古屋⼤学, 京都⼤学, ⾦沢⼤学, 東京⼤学, 北海道⼤学, 九州⼤学, 富⼭⼤学, 広島⼤学, 
北⾒⼯業⼤学, 千葉⼤学, ⼤阪⼤学, 東北⼤学, 群⾺⼤学, ⼩樽商科⼤学, 神⼾⼤学, 帯広畜産⼤学, CCC-TIES, 
慶應義塾⼤学, 信州⼤学, 成城⼤学, 北陸先端科学技術⼤学院⼤学, 静岡理⼯科⼤学, 熊本⼤学, 理化学研究所, 
三重⼤学, 浜松医科⼤学, 滋賀医科⼤学, お茶の⽔⼥⼦⼤学, 福岡⼯業⼤学, 筑波⼤学, 東京⼯業⼤学, ⼭⼝⼤学, 
沖縄科学技術⼤学院⼤学, ⼤阪電気通信⼤学, 電気通信⼤学, 愛媛⼤学, 国⽴保健医療科学院, 東京医科⻭科⼤学, 
⼤阪公⽴⼤学, 創価⼤学, 宮城県⽴がんセンター, 琉球⼤学, 徳島⼤学, ⽴命館⼤学, 島根⼤学, 国際医療福祉⼤学, 
熊本県⽴⼤学, 東邦⼤学, 核融合科学研究所, 沖縄⼤学, 滋賀⼤学, 佐賀⼤学, 岩⼿⼤学, ⼤阪医科薬科⼤学, 
東京学芸⼤学, 福島⼤学, ⽴命館アジア太平洋⼤学, 昭和⼤学, 奈良先端科学技術⼤学院⼤学, ⼤阪教育⼤学, 
同志社⼤学, 奈良⼯業⾼等専⾨学校, 佛教⼤学, 熊本学園⼤学, 国⽴国語研究所, 国⽴極地研究所

67機関

https://support.rdm.nii.ac.jp/about/
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GakuNin RDMユースケース

1. ⼤型研究プロジェクトでの利⽤拡⼤
・⼤⼈数での共同研究でのデータ管理・共有

2. 共同利⽤の計算機資源やストレージとの連携
・GakuNin RDM外の計算機資源の活⽤

3. ⼤型実験施設のデータセンターとの連携
・⼤型実験施設から産出されるデータの管理

4. 実験装置から出⼒されるデータの管理・共有
・実験装置から産出されるデータの管理

GakuNin RDMを⽤いた研究データ管理の類型化
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1. ⼤型研究プロジェクトでの利⽤拡⼤
Moonshot型研究開発制度・⽬標2合原プロジェクト

『包括的未病データベース構築計画』
未病研究における疾患データ共有と数理的連携研究の

横断型の包括的未病データベースを構築

連携

様々な疾患の未病データおよび
研究ニーズをもとにモデル・アルゴリズムの研究開発東京⼤学 藤原G

（理論・分野最適化）

NII ⼭地G
（研究データ基盤開発）

様々な疾患の未病データおよび
藤原Gの成果をもとに基盤の研究開発

様々な疾患の未病データ
ゲノムデータ、
⽣理データ等

画像データ、
動画等

時系列データ
等

疾患データ
数理モデル

アルゴ
リズム

ユース
ケース

未病データ
収集・管理・共有機能

未病データベース
編集・公開機能

解析プログラム
再利⽤性向上機能

MS⽬標2の5つのプロジェクト

情報共有・連携開発

⼤野PJ
難治性がん
データ

⽚桐PJ
糖尿病および
併発疾患データ

⾼橋PJ
認知症関連
疾患データ

松浦PJ
ウイルス
感染症データ

合原PJ
精神疾患データ
メタボデータ
計算モジュール

※構築分担イメージ

包括的未病データベースシステム
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1. ⼤型研究プロジェクトでの利⽤拡⼤
Moonshot型研究開発制度・⽬標2合原プロジェクト

⼤規模（425名以上）なプロジェクト参加者での
研究データの制限共有やメタデータの登録
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2. 共同利⽤の計算機資源やストレージとの連携
mdxとGakuNin RDM の接続

⽥浦健次朗先⽣(東京⼤学情報基盤センター) 提供資料, 
mdx: データ科学・データ駆動科学のための⼤学の情報基盤とコミュニティ創成を⽬指して

解析

このプロジェクトから作成した私の解析環境

新しい解析環境

私の解析環境をすべて表⽰

このプロジェクトから作成 外部リポジトリから作成

Launch

Launch

×

×

×

①ベース環境を選ぶ

②追加パッケージを選ぶ ③起動︕

データ活⽤社会創成プラットフォームmdx

GakuNin RDMからmdxの計算機上へ
データ解析環境を⽴ち上げ

mdx上のストレージを
GakuNin RDMのプロジェクトへ連携



3. ⼤型実験施設のデータセンターとの連携
SPring-8データセンター連携

SINET6

Fugaku, 
the University of Tokyo
HPCI Computational Resources

7.6 Mcore

SINET6  

400 G

Corporate 
Computing 
Resources

Enterprise 
Cloud

Advanced Quantum Beam Facilities

NIMS

Material DX Project

Under Consideration Under Consideration

Universities and 
National Research Institutes

National Institute of Informatics 
GakuNin RDM

・・・
・・・
・・・

Data Upload 
Terminal

Data compression Specialized computer
5 beam-lines

Data Center

Mission-Critical 
Network

HPCI Shared Storage

T. Hatsui, RIKEN

New Establishment

Next Generation 
Synchrotron Radiation Facilities
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SPring-8データワークショップ, 公開資料より
https://dncom.spring8.or.jp/workshop/data-workshop/index.html



金沢大学RDM基盤概要

研究プロジェクトA

プロジェクト管理者

⑤メールでデータ解析
の依頼

教員

（代表者）

教員

（管理）

①代表者がメールでプロ
ジェクト作成を依頼

院生 学生

データ管理チーム

②プロジェクトを作成し、プロ
ジェクト代表者にGRDMから
招待メールを送信

教員サブプロジェクト 学生サブプロジェクト

研究プロジェクトA

教員サブ

プロジェクト
学生サブ

プロジェクト

④GRDM経由で
研究データの蓄積

③代表者以外のプロジェク
トへのユーザ追加は代表
者がGRDMで行う

データ解析チーム

金沢大学ストレージ
（本学で用意）

直接のアクセス

禁止

⑥研究プロジェクトの依頼に
対してデータ解析の実施

直接のアクセス禁止
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4. 実験装置から出⼒されるデータの管理・共有
⾦沢⼤学コアファシリティ(学術メディア創成センター)

松平拓也先⽣（⾦沢⼤学学術メディア創成センター), 
⾦沢⼤学におけるRDM環境の構築,
https://www.nii.ac.jp/openforum/2021/day2_rcos3.html



課題
• これまで、学術機関向けの研究データ管理

基盤GakuNin RDMの開発を進めてきた。
GakuNin RDMは、研究の公正さを保証する
ための証拠を組織的に管理する機能が含ま
れている。

• 今後の⽬標として、研究者の⽇常的なニー
ズに対応する基本的な機能を充実させ、多
様な研究分野のデータにより良く対応でき
るようにシステムを拡張することを計画し
ていく。
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GakuNin RDMの課題と展望



展望
• 研究データポリシーやDMP（データマネジ

メントプラン）に準拠したデータ管理機能
• ⼤規模データやセンシティブデータに対応

し、
先進研究分野のデータ管理や研究DXを⽀援

• 産学連携や国際連携で共同研究ができる
データ管理環境の提供

• NII RDCや他のNII学術情報基盤との連携
強化

• アプリの機能性や品質の向上、システム性
能の最適化
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GakuNin RDMの課題と展望



この後の意⾒交換会
• 現地参加のみ
• 当⽇参加可能
• 会場の皆様は、本トラック終了後、この後すぐ
特別会議室で意⾒交換会を実施

明⽇(5/30)のRDM関連トラック
• RDMトラック 13:00-15:30

• 現地参加とオンライン 
• 『⼤学の研究データガバナンスを⽀えるポリシー・規程類

とツール&⼤学における研究データ管理お悩み相談』
• AXIES-RDM部会合同トラック 16:30-18:00

• 現地とオンライン 
• 『AXIES-RDM部会との合同セッション

⼤学における研究データマネジメントのための情報基盤』
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アナウンス


